
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 3,423,600 17,000,000 20,423,600

交付金額 3,000,000 15,200,000 18,200,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　実施設計　一式
　道路整備工事　L=150.21m　W=5.0m

　平成２８年度～平成２９年度

事業費及び交付金額

【安全で円滑な交通の確保についての評価】
　地域住民へのアンケート調査を行った結果、整備された道路について、
安全で通りやすくなった、快適に利用できたとの意見が多く寄せられたこ
とから、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。
３）工事期間中の工事看板に記載及び近隣住宅に案内を配布。

　今後も適切な施設管理に取り組む。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　西江上集落道２４号道路整備事業

　伊江村長

　伊江村字西江上地内

　西江上集落道２４号道路は、地域住民の生活道路として利用されている
が幅員が狭く未舗装の為、利用者の安全が確保出来ない状況であり、地域
住民からも整備が要望されている。
　このことから、本事業により当該道路を整備することで、地域住人が安
全に利用できる生活道路として環境改善を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

円 円 円 円 円

事業費 4,200,000 24,246,000 13,024,800 38,034,000 16,782,920

交付金額 4,000,000 24,044,000 12,000,000 32,000,000 16,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

平成25年度～平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

今後も適切な施設管理に取り組む。

無

計

円

96,287,720

88,044,000

【安全で円滑な交通の確保についての評価】
　地域住民へアンケート調査を行った結果、降雨時における被害が改善されたと
の意見が多く寄せられたことから、本事業による成果を得られたものと評価し
た。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。
３）工事期間中の工事看板に記載。

　実施設計　一式
　磁気探査業務　一式
　排水路整備工事　L=355.592ｍ

川平集落道24号排水路整備事業

伊江村長

伊江村字川平地内

　村道川平集落は、排水路が未整備のため、降雨時の雨水が適切に排水されず、
降雨の度に冠水が生じ、地域住民の交通に支障を来している状況である。
　このことから、本事業により排水路を整備することで、降雨時に安全で円滑な
交通を確保し、地域住民の生活環境の改善を図る。

事　　業　　評　　価　　書



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度

円 円 円 円 円

事業費 38,340,000

交付金額 31,401,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

伊江村Ｅ＆Ｃセンター機器購入事業

伊江村長

伊江村字東江上地内

　本村のごみ処理施設Ｅ＆Ｃセンターは、公害対策施設として村の自然環
境及び生活環境を支えている施設である。しかし当該施設は稼働開始から
13年が経過し、施設内の制御盤内機器に不具合が生じることが多く円滑な
施設運営に支障をきたしている。そうしたことから当該施設内の制御盤内
機器の更新をすることで施設の安定的な稼働を確保し、地域住民の生活環
境の改善に寄与するものである。

【施設の安定的な稼働について】
　整備後、1年間の不具合の発生状況を確認した結果、年あたりの不具合
件数は０件のため、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
　１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
　２）地元区長会にて周知。

今後も適切な施設運営・管理に取り組み安定的な稼働を確保する。

無

　制御盤内機器　一式

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

円

38,340,000

31,401,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度

円 円 円 円 円

事業費 14,904,000

交付金額 13,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び
今後の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

【施設の安定的な稼働について】
　修繕後、1年間の不具合の発生状況を確認した結果、年あたりの不具合件
数は０回のため、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
　１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
　２）地元区長会にて周知。

今後も適切な施設運営・管理に取り組み安定的な稼働を確保する。

無

　焼却炉補修工事　　天井部　15.94㎡　　側壁部　5.64㎡

平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

円

14,904,000

13,000,000

事　　業　　評　　価　　書

伊江村Ｅ＆Ｃセンター焼却炉補修工事

伊江村長

伊江村字東江上地内

　本村のごみ処理施設Ｅ＆Ｃセンターは、公害対策施設として村の自然環
境及び生活環境を支えている施設である。しかし当該施設は稼働開始から
13年が経過し、焼却炉耐火物に亀裂、欠落が多く円滑な施設運営に支障を
きたしている。このことから、本事業により当該施設内の焼却炉耐火物を
補修することで施設の安定的な稼働を確保し、地域住民の生活環境の改善
に寄与するものである。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２９年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 15,940,800 15,940,800

交付金額 12,496,000 12,496,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　乗用5連フェアウェイモア　１台
　グリーン用目土散布機　　 １台
　汎用トラクター　　　　　 １台
　グリーンスケーター　　　 １台

　平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　【乗用カートの延命化についての成果及び評価】
　村民レク広場備品購入後、備品の１年間の稼働状況を確認した結果、作
業の効率化が図られ、維持管理の向上に繋がったことから本事業による成
果は得られたものと評価した。
　【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
　１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
　２）地元区長会にて周知。
　３）購入機械に「平成29年度 沖縄防衛局 調整交付金事業」表示。

　今後も適切な備品管理に取り組む。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　村民レク広場備品購入事業

伊江村長

伊江村字東江前地内

　本村に、村民レク広場が整備されており、村内外の子供から老人までが
スポーツや自然観察に多くの利用者が訪れて、世代間交流、健康増進、福
祉の向上に寄与している。
　しかし、本施設を維持管理するための作業用機械であるフェアウェイモ
ア等が、設置後１５年以上経過し、使用不能となっており、施設の管理運
営に支障を来している状況である。
このことから、本事業で作業用機械を更新し、村民レク広場の安定的な管
理運営と村民の福祉の向上を図る。
（参考指標）
年間当たり不具合発生数　０回



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２９年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 4,536,000 4,536,000

交付金額 4,000,000 4,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

　緑化維持管理車両購入事業

　伊江村長

　伊江村字東江前地内(伊江村役場)

　本村では、村内の溜池、公園、農道等を中心に、草刈り作業や剪定、除
草、散水、化学肥料散布などの作業を実施し、村内の緑化維持に繋げてい
る。近年では、樹木の苗の育成や維持管理など作業量が増加し、これまで
２班で作業を行い、各班に車両１台、計２台で運用してきたが、３班での
作業が必要となっている状況である。
　このことから、本事業により、車両を追加購入し、作業を効率的に行う
ことで、安定した緑化維持に寄与するものである。

　　　　　【参考指標】
　　　　　　　草刈り等清掃班　清掃件数(４月～６月)
　　　　　　　　　平成３０年４月～６月計画：６０件(見込み)
　　　　　　　　（平成２９年４月～６月実績：５６件）
　　　　　　　　（平成２８年４月～６月実績：５８件）

　緑化維持管理車両購入(2ｔダンプトラック：1台)

　平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【作業効率化について】
　車両整備後、３ヶ月間(４月～６月)の作業件数は、草刈り等清掃班64
件、除草班66件であり、作業の効率化が図れたことから、本事業の評価は
得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
１ 購入車両に「平成29年度 沖縄防衛局調整交付金事業」と印字。
２ 村ホームページ及び広報誌(H30.7月号)に掲載。
３ 地元区長会にて周知。

　今後についても、作業の効率化を図り、村内の景観形成や美化活動に積
極的に取り組み、緑化環境の維持向上に寄与するよう作業を実施し、活動
する。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 13,532,400 13,532,400

交付金額 12,400,000 12,400,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善策及び今後の
対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　実施設計業務　一式
　炊事場増築工事(S=26.6㎡）

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【区行事の円滑な実施について】
　地域住民へのアンケート調査を実施した結果、世代間交流や地域活動の
強化が図られたとの意見が多く、また、満足度も９割を超えていたことか
ら、本事業による成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。
３）工事期間中の工事看板に記載及び地域住民への現場説明会を実施。

　今後も適切な施設管理に取り組む。

　無

事　　業　　評　　価　　書

　東江前区公民館炊事場増築工事

　伊江村長

　伊江村字東江前地内

　東江前区公民館では、毎年、区民夕涼み会等の区行事や、老人会、青年
会及び婦人会などの各種団体による様々な活動が行われている。
　しかし、本施設には十分な炊事場が整備されておらず、各団体の活動時
には、仮設炊事場を野外に設置して対応しているため、活動に支障を来し
ている。
　このことから、本事業により炊事場を増築し、区行事の円滑な実施を確
保することで、地域コミュニティの形成に寄与する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成28年度 平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 4,428,000 77,004,000 81,432,000

交付金額 4,428,000 74,563,400 78,991,400

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　空調設備改修工事 実施設計 一式
　ターミナル棟　Ｓ＝4,028.55㎡
　ホール棟 Ｓ＝2,372.75㎡

　平成28年度～平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【補助事業の成果及び評価について】
改修後1年間の空調設備の稼働状況を確認した結果、本施設の利用者へ快適
な施設環境の確保が図られ、また、年あたりの故障・修繕回数は０回で
あったことから、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
１.村内ホームページ及び村広報誌（Ｈ30．7月号）への掲載。
２.地元区長会にて周知。
３.観光関係団体への周知。

　定期的に点検、整備を行うことにより、今後も適切な施設管理に取り組
む

　無

事　　業　　評　　価　　書

　伊江島はにくすに空調設備改修工事

　伊江村長

　伊江村字川平地内

　伊江島の玄関口である伊江島はにくすには建設から約１３年が経過して
おり、フェリー切符売り場をはじめとする観光案内所、物産センター、食
堂、多目的ホール、セミナールームなどの施設があり、観光客や村民の交
流の場として利用している。
　しかしながら、本施設の空調設備が経年劣化による故障・修繕が度々発
生しており、本施設の運営に支障をきたしている状況である。
　このことから、本事業で空調設備の改修工事を実施し、本施設の利用者
への快適な施設環境を確保することで、観光産業の振興に寄与するもので
ある。

（参考指標）
年あたりの故障・修繕回数：０回（過去５年平均回数：５回）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 39,501,000 39,501,000

交付金額 34,751,000 34,751,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善策及び今後の
対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

　医療器材購入

　伊江村長

　伊江村字東江前地内（伊江村立診療所）

　本村東江前に所在する伊江村立診療所は平成５年に開設され、本村唯一
の医療機関として村民の健康増進と医療の提供を図ってきた。
　今回新たに取り換え対象の医療器材は、老朽化による不具合や性能の低
さから、診療に支障をきたしている状況である。
　このことから、本事業により医療器材を整備することで、不具合を解消
し、村民へ安心安全で安定的な医療を提供できる環境を整備するものであ
る。
 

（参考指標）
　年間不具合件数　０件　（平成２８年度　４８件）

　電子カルテ・デジタルＸ線画像診断システム1式、体重計1台、診察台
　1台、輸液ポンプ1台、シリンジポンプ1台、手術用処置台1台の購入

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【安心安全で安定的な医療を提供できる環境の整備について】
　整備後1年間の備品の不具合件数は０件であり、安定的な医療環境を確保
することができたことから、本事業の成果は得られたものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。
３）購入した備品に「平成29年度　沖縄防衛局　調整交付金事業」と記載
したシールを貼付け。

　購入備品を定期的に点検・整備することにより、今後も安定した医療・
保健の提供を確保し、村民の健康の維持・増進を促す。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成29年度 計

円 円 円 円 円 円

事業費 5,286,600 5,286,600

交付金額 5,000,000 5,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

　堆肥センターホイルローダー購入

　伊江村長

　伊江村字東江上地内（伊江村堆肥センター）

　伊江村堆肥センターでは、本村の農用地の地力向上や生産性の向上、環
境面でも家畜排せつ物の適切な管理の一助として本村の農業振興に寄与し
てきました。しかし、年々増加する家畜ふんの回収量及び製品の出荷量に
伴い回収作業や製品製造が追いつかない状況にあり伊江村堆肥センターの
作業能力、生産能力の向上が急務であります。

  このことから、伊江村堆肥センターへホイルローダーを追加整備するこ
とにより安定的な堆肥生産ができ、これらを農地に還元することで地力増
進生産性の向上が図られ、地域全体の産業振興に寄与する。
【参考指標】
　年間当たり堆肥出荷量（完熟堆肥）４０５ｔ
　（平成２８年度実積３３７ｔ）

　ホイルローダー　1台

　平成29年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

【安定的な堆肥生産について】
　整備後1年間の堆肥出荷量を確認した結果、平成28年、29年と比較すると
販売量は減少したが、ホイルローダーの整備導入により、安定的な堆肥生
産が可能となり、生産力が向上したことから、本事業による成果は得られ
たものと評価した。
【地域住民への周知について以下のとおり実施済】
　１．村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）にて掲載。
　２．地元区長会及び関係機関へ周知。
　３．車両に「平成29年度沖縄防衛局調整交付金事業」の表記。

　適切な使用管理に取り組むとともに作業日誌等をとりまとめ有効利用及
び生産性の向上に取り組む。

　無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度

円 円 円 円 円

事業費 6,210,000

交付金額 6,000,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善策及び今後
の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

【利用者のより実践に近い、練習環境の確保について】
　整備後、利用者に対してアンケート調査を実施した結果、円滑な運営の実
施が可能となり、地域活動の強化が図られたことから、本事業による成果は
得られたものと評価した。
【地域住民への周知について以下のとおり実施済】
１）備品に「平成29年度　沖縄防衛局　調整交付金事業」と記載。
２）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に記載。
３）地元区長会にて周知。

今後も適切な施設管理に取り組むとともに、施設の利用促進に取り組
む。

無

移動式ピッチャーマウンド　一式、バッティングマット購入　6枚

平成２９年度

事業費及び交付金額

計

円

6,210,000

6,000,000

事　　業　　評　　価　　書

伊江村多目的屋内運動場備品購入

伊江村長

伊江村字東江前地内（伊江村多目的屋内運動場）

　伊江村多目的屋内運動場は、平成２８年度から供用開始しており、村民の
利用が上昇傾向の状況で大変喜ばれている。
現在本施設は、野球・サッカー（フットサル）・テニス・ゲートボール・陸
上・ウォーキングを中心に利用しているが、小学生から大学生、社会人等の
合宿時に必要な備品が無いため、練習に支障をきたしている。
　このことから、本事業により、移動式ピッチャーマウンドとバッターボッ
クスマットを購入し、利用者のより実践に近い練習環境を確保することで
、スポーツ振興に寄与する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

円 円 円 円

交付金 30,000,000 35,000,000 35,000,000 30,000,000

市町村費等 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

計 30,000,000 35,000,000 35,000,000 30,000,000

0 27,816,000 31,625,000 34,955,000

30,000,000 37,184,000 40,559,000 35,604,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善策及び今後の
対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

基金処分額

基金残額

事　　業　　評　　価　　書

　伊江村立診療所透析センター維持運営事業

　伊江村長

　伊江村字川平地内（伊江村立診療所透析センター）

　本村東江前に所在する伊江村立診療所は、本村唯一の医療機関であり、これまで村内
における医療・保健の提供及び健康の維持・増進を図ってきたが、本診療所では透析患
者に対する設備が整っておらず、本村に在住する透析患者は、透析を受けるためやむを
得ず村外の医療機関への受診のため、度重なるフェリー移動を余儀なくされていた。
　今般、本村の医療の充実化を図り、平成26年度に人工透析センターを開設し、透析患
者の負担軽減を図ったものである。
　このことから、本事業により人工透析センターの運営事業を行うことで、安定的な維
持運営を図り、地域住民の生活環境の改善に寄与するものである。

【透析患者の負担軽減についての成果及び評価】
　年間の施設稼働日数を確認した結果、人工透析センターの安定的な維持運営が図ら
れ、人工透析利用者の負担軽減に繋がったことから、本事業による成果は得られたもの
と評価した。
【地域住民への周知について以下のとおり実施済】
１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
２）地元区長会にて周知。

　
　今後も安定した医療の提供を確保し、透析患者の負担軽減のため安定した伊江村立診
療所透析センター維持運営を行う。

無

伊江村立診療所透析センター維持運営に係る人件費

平成26年度～平成36年度

事業費及び交付金額

基金
造成額

円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

26年度 27年度 28年度 29年度

円 円 円 円

8,000,000 8,000,000 8,000,000 8,000,000

市町村費 0 0 51,855 38,800

その他 0 0 0 0

計 8,000,000 8,000,000 8,051,855 8,038,800

0 5,582,182 7,400,000 7,461,000

8,000,000 10,417,818 11,069,673 11,647,473

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善策及び今
後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

基金
造成額

交付金

基金処分額

基金残額

事　　業　　評　　価　　書

伊江村救急患者搬送船運営事業

伊江村長

伊江村地内及び本部町水納島地内

　本村では、内閣府補助により、救急患者搬送や沿岸区域での水難事故等の救助活動、災害時
の物資供給活動等を行うための「伊江村救急患者搬送船」を平成26年度に整備完了し、本村内
の救急医療及び危機管理体制の充実化を図ることとし、平成27年度から供用開始している。本
事業により当該救急患者搬送船の運営事業を行うことで、今後の安定的な維持運営を図る。

（参考指標）
　間接的指標：救急患者搬送等に係る所要時間
　　通報から出動まで　　　　約10分（平成26年度　約15分）
　　伊江港から渡久地港まで　約15分（平成26年度　約23分）

無

伊江村救急患者搬送船運営費

平成26年度から平成38年度

事業費及び交付金額

円

今後も適切な施設運営・管理に取り組むとともに、年に数回消防機関と連携した搬送訓練を実
施し、円滑な搬送が行えるよう取り組んでいく。

平成２９年度搬送件数５０件
　本島までフェリーで３０分かかる航路を平均時間約１５分で搬送している。本事業により、
救急患者搬送船の安定的な維持運営を行うことができ、地域住民への救急医療の向上を図るこ
とができたことから、本事業の成果を得たものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下の通り実施】
１）　村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載済。
２）　地元区長会にて周知済。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期
及び終期

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

円 円 円 円 円 円 円

交付金 112,700,000 4,300,000 36,300,000 4,500,000 0 4,500,000

市町村費 0 0 0 0 0
0

その他 0 0 0 0 0
0

計 112,700,000 4,300,000 36,300,000 4,500,000 0 4,500,000

0 13,500,000 14,000,000 13,200,000 18,700,000 18,700,000

112,700,000 103,500,000 125,800,000 117,100,000 98,400,000 84,200,000

事業の改善策及び今後
の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

環境衛生施設の
稼働日数

事業費及び交付金額

基金造成
額

基金処分額

　本村では環境衛生施設として、ゴミ処理施設であるE＆Cセンター及び産業廃棄物最終処分場と、火
葬場である聖苑が設置されており、村内の適切な自然環境及び生活環境を支えている。
　今般、ゴミ処理施設においては、ゴミの減量化・資源化の促進が求められている状況であり、本村とし
ては、本年度よりリサイクル業務の強化に取り組んでいる。このことから、本事業により安定的な施設の
運営維持を図り、地域住民の生活環境の改善に寄与する。

　環境衛生施設の維持運営

　伊江村立聖苑、伊江村E＆Cセンター
　伊江村産業廃棄物最終処分場

事　　業　　評　　価　　書

　伊江村環境衛生施設維持運営事業（基金）

無

５１日

３１１日

伊江村E＆Cセンター

資源化施設：１０２日

焼却炉：２０１日

平成24年度から平成34年まで

　伊江村長

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への周
知の実施状況

火葬（５３）
告別式のみ（１）

伊江村産業廃棄物最終処分場

【地域住民の生活環境の改善について】
焼却炉の稼働については修繕工事のため例年を下回る稼働であったが聖苑及び最終処分場について
は平年並み、今年度より強化している資源化施設においては2倍以上の稼働があり、本事業により生活
環境の改善を図ることができたことから本事業の成果を得たものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施】
１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載済。
２）地元区長会に計画内容を周知済。

基金残額

伊江村立聖苑

今後も適切な施設の運営維持を行うことにより、引き続き地域住民の生活環境の改善に努め
る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２７年度 ２８年度 ２９年度

円 円 円 円

交付金 4,700,000 4,700,000 4,700,000

市町村費等 0 636 114,460

その他 0 0 0

計 4,700,000 4,700,636 4,844,460

0 4,170,000 4,700,000

4,700,000 5,230,000 5,230,000

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

事業の改善策及び今
後の対応

事業の評価に際して
の第三者機関の活用
の有無

　本村において、地域住民等の健康増進及びスポーツ振興を図る活動拠点として、多
目的屋内運動場、野球場及び陸上競技場（以降「伊江村総合運動公園施設」という）
の整備を進めており、その内多目的屋内運動場については、平成28年4月から供用開
始をしている。
　このことから、本事業により伊江村総合運動公園施設の安定的な維持運営を確保
し、地域住民等の健康増進及びスポーツ振興を推進することによって、地域住民等の
福祉の向上を図るものである。

伊江村総合運動公園施設維持管理運営に係る人件費、光熱水費

平成27年度から平成37年度まで

基金処分額

基金残額

円

【地域住民等の健康増進及びスポーツ振興の推進についての成果及び評価】
伊江村総合運動公園施設利用者へアンケ―ト調査を実施した結果、地域住民等の健康
の増進が図られ、満足度についても非常に高かったことから、本事業の成果は得られ
たものと評価した。
【地域住民への周知の実施状況について以下のとおり実施済】
１）村ホームページ及び広報誌（H30.7月号）に掲載。
２）地元区長会にて計画内容の周知。

今後も適切な施設管理に取り組むとともに、施設の利用促進に取り組む。

無

事　　業　　評　　価　　書

伊江村総合運動公園施設維持運営事業

伊江村長

伊江村字東江前地内（多目的屋内運動場）

事業費及び交付金額

基金
造成額


